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全路線を一気に整備することは難しいため、優先的に整備を進める路線を決める必要が

あります。 

例えば、歩道付き道路や、合意の得られた路線から整備を進めることが考えられます。 

 

□記事：第９回勉強会開催報告、第１０回勉強会開催告知 

Ｈ２６年２月 

③まちのルールの内容について 

○班別討議 

 ・まちのルールのプランについて

○発表 

日 時：平成２５年１２月１４日（土） １３：３０～１5：３０ 

場 所：川口市 芝市民ホール  出席者：勉強会委員１３名 

進
行
概
要 

 

 

第９回の勉強会では、骨格道路の整備手法について紹介するとともに、第８回の勉強会に

引き続き、まちのルールについて班別討議を行いました。 

整備手法については、住宅市街地総合整備事業

で整備を行うことが基本となります。 

ただし、道路拡幅の影響が大きい路線（１号線、

４号線、１０号線南側、１１号線）については、

土地の入れ替えも含め、路線毎に沿道の方々と具

体的な整備方法について、今後検討を進める予定

です。 

 

勉強会では、まちの骨格道路について検討を行っています。骨格道路を整備する場合、

どのような手法があるか紹介しました。 

■道路拡幅の影響が大きい路線

整備手法について 

整備の進め方について 
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委員さんより良好な景観が保たれているイギリ

ス・コッツウォルズ地方のまちづくりの事例を、写真

を基に紹介していただきました。 

今後も委員さんからご提供いただいた事例等につ

いては、勉強会で紹介していきたいと思います。 
■コッツウォルズ地方のまち並み

班別討議では前回に引き続き、以下の５つのルール

について、事務局たたき台を提示し、たたき台案への

ご意見・疑問点を話し合っていただきました。 

③道路や隣接地と建物の間隔 

④建築物の敷地面積の最低限度 

⑤建物の色彩・看板の形等の制限 

⑥垣またはさくの構造の制限 

⑦燃えにくい建物（準防火地域の指定） ■班別討議風景 

班別討議の結果を下記にまとめました。次回の勉強会では、これまでの検討結果をま

とめた、まちづくり計画（たたき台案）の確認を行う予定です。 

まちのルール③道路や隣接地と建物の間隔 

班別討議結果（まちのルール） 

現在のまちのルール まちのルール（事務局たたき台） 

◆民法２３４条では、隣地境界線から５０cm

壁面後退の義務があります。 

◆建物が密集して建つことを防ぎ、採光や

通風など、良好な住環境を確保すること

ができます。 

≪壁面後退のイメージ≫

※宝塚市の地区計画より 

壁面の位置の

制限（１ｍ後退

など） 

 

【敷地規模２００㎡以上】 

・隣地境界線から１.０ｍ後退 

【敷地規模１００㎡以上２００㎡未満】

・隣地境界線から敷地規模×５０ｃｍ後

退 

【敷地規模１００㎡未満】 

・隣地境界線から５０ｃｍ後退 

 

 

・制限は設けない（民法の５０cm 壁面

後退の義務で充分） 

検討結果：敷地規模にかかわらず５０cm 以上を確保するか、敷地規模に合わせて制限をかける

かで意見が分かれました。※検討のポイントは次項上側をご覧下さい。 

案１

案２
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まちのルール⑤建物の色彩・看板の形等の制限 

現在のまちのルール 

◆川口市の景観計画により敷地面積５００㎡以

上、又は建物高さ１０ｍを超える場合は、

派手な色彩の建物に制限が設けられていま

す。 

 

◆敷地規模５００㎡未満で、建物高さ１０ｍ以

下の場合は、制限がありません。 

まちのルール（事務局たたき台） 

検討結果：たたき台（案１）を基本とします。（１０ｍ以下の建物の色彩についても制限。） 

 

・建築物等の色彩は「川口市景観計画」

の色彩基準に配慮したものとする。 

 

・屋外広告物は、道路境界線を越えて設

置してはならないものとする。 

 

 

・とくに制限は設けない。 

・民法の制限は隣地の方が同意すれば、50ｃｍ以上後退す

る必要がない。 

・右図の様に 100 ㎡の土地で建築可能面積いっぱいに建物

を建てる場合と、駐車スペースを確保する場合を考える

と、５０cm 以上後退することは難しい。 

まちのルール④建築物の敷地面積の最低限度 

現在のまちのルール まちのルール（事務局たたき台） 

◆川口市開発許可の基準に関する条例で、敷地 

面積が５００㎡以上の場合、分割時に１００㎡

未満にすることを制限。 

 

◆一方、敷地規模が５００㎡未満の場合は、制

限がありません。 

検討結果：たたき台を基本とします。 

・分割時に 100 ㎡未満にすることを制

限 

＊ただし、制限がかかる前に１００㎡未

満である土地等は除く。 

図：芝第 3・第 4 地区検討資料より 

「道路や隣接地と建物の間隔」の検討のポイント 
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まちのルール③道路や隣接地と建物の間隔については、意

見が分かれました。まちのルール③を検討する上でのポイン

トは以下のとおりです。 

敷地面積 100 ㎡で隣地

境界線から 50cm 後退

したイメージ 

案１

案２
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まちのルール⑦燃えにくい建物（準防火地域の指定） 

現在のまちのルール 

◆現在、燃えにくい建物にしていくような

制限がありません。 

 

◆防火地域や準防火地域に指定すること

で、建築できる建物の構造などを制限し

て防火機能を高め、延焼の防止を図るこ

とにより、災害に強いまちになります。 

まちのルール（事務局たたき台） 

検討結果：たたき台を基本とします。 

図：埼玉県ＨＰ「防火地域、準防火地域の指定パンフレット 」より

・地区全体を準防火地域に指定する。 

◆日 時：平成２６年３月１日（土） 

１３：３０～ 

◆会 場：川口市芝市民ホール（川口市大字芝 6247）

 

まちのルール⑥垣またはさくの構造の制限 

現在のまちのルール まちのルール（事務局たたき台） 

◆現在、垣またはさくの構造に制限やルー

ルなどはありません。 

 

◆高い塀や門は地震時の倒壊の危険性があ

ることから、高さの制限や、フェンス、

生け垣を推奨することで、安全で、良好

な住環境の形成が可能です。 

検討結果：たたき台を基本とします。 

・道路に面する側は、生け垣又は１.５ｍ

以下の透視可能な構造。 

・フェンス等の基礎で高さ６０cm 以下

のもの（門柱・門扉は除く。） 

図：さいたま市内野本郷地区検討資料より

◆内 容：『まとめ』 

・芝第２・第５地区まちづくり計画たたき台の確認 

・今後の進め方について 

お問い合わせ 
発  行： 芝第２・第５地区まちづくり勉強会 
事 務 局： 川口市都市整備部区画整理課 
住  所： 〒334-8511 川口市三ツ和 1-14-3 
ホームページ： 川口市役所ホームページのトップページから 

［街づくり・都市計画］→［区画整理］→［芝（第２・第５）地区のまちづくり］ にてご覧いただけます。 

Ｔ Ｅ Ｌ： 048-258-1110（代表） 
Ｅ メ ー ル ： 130.05000＠city.kawaguchi.lg.jp

 

＊会場などの都合により、日程は変更になる場合があります。

●透視可能な材料（フェンスなど） 

基礎の高さは

60cm まで 

（ブロック３段相当）

延焼の恐れのある部分

生け垣にすることで、その危

険性もなくなります。 
高い塀や門は地震の時など 
倒壊の危険性があります。 

開口部①窓 
防火戸（網入りガラス）

開口部②換気扇
ダンパー入り換気扇

屋根 瓦、金属板

開口部③玄関扉  
鉄製または防火認定を 
受けたもの 

外壁及び軒裏 
防火構造仕様 


